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『求道』誌の記事

著者名 論文名(ﾀｲﾄﾙ) 号数 掲載頁数
金谷　富夫 石川県の宗教事情と天理教の初期伝道史 10 1
村岡　　潔 断食について 10 1
野田　正昭 本教に於ける縦の布教 12 141
安崎　利男 おさしづに現れたたねについて 12 37
鷲谷　ゆり 「つくしはこび」について 12 1
国松　　実 生に就いての一試考 13 99
三浦　　明 天理教教規に関する一考察 13 1
高野　友治 伝道の問題 14 17
中山　慶一 伝道の心構え 14 10
深谷　忠政 布教について 14 37
諸井　慶徳 布教伝道について 14 4
荒井　展英 夢 15 133-160
吉川　義俊 元の理に於ける「どろ海」「月日」及び「人間」について 16 93
望月　道徳 天理教に於ける時の問題 17 107
坂口みよ子 「つくしはこび」について 18 85
若本嘉一郎 天理教に於ける「徳」の一考察 18 62
小笠原育子 ぢばの「理」についての一考察 19 67
斎藤　真理 天理教に於ける「理」の一私考 19 49
志村　理子 「をや」の考察 20 87
高瀬佐次郎 「さんげ」の研究 20 74
今西国三郎 天理教校の歩み 21 17
諸井慶五郎 天理教校の歴史 21 6
山本　和子 天理教の不幸観 21 90
坂田　鏡介 おてふり私考 22 74
塩田　　彬 天理教に於ける結婚観 22 88
高橋　正孝 天理教用語「旬」についての一考察 22 61
広岡　増子 をびやゆるしの研究 22 99
奥田源治郎 教祖の年祭について 23 88
鈴木　憲夫 てをどりの研究 23 102
村田恵実子 天の理に拝する女の道 23 131
亘鍋　朝則 「ふし」について 23 119
矢持　辰三 「成人」考（試論） 23 74
荒木　健夫 伝播の様態 24 136-140
伊原　和子 出直について 24 61
内田千恵子 普請について 24 81
塩坪弥栄子 おさづけについて 24 94
渋谷　陽一 拝読私考 24 141
鈴木貞次郎 教祖年祭の祭文の変遷 24 107
市川　光也 天保九年十月二十三日から二十六日までの教祖の立場について 25 115
佐伯　　昇 「生命」私観 25 100
細川　篤子 ほこりの研究 25 136
宮崎　智之 お守りについて 25 122
村上　英雄 おふでさき研究 25 166
青山　幸子 おさしづに見る男女について 26 133-148
泉　　　宏 おふでさき研究 26 176
川口美江子 宮池事件に関する一私考 26 149
西山　輝夫 信仰姿勢の問題点 26 165
真鍋　順一 おさしづに現れたつとめの語彙の一考察 26 112
佐橋　晴代 おさしづに於ける「親」について 27 70
澤井　勇一 「女は道の台」という理解 27 158
藤原　　博 おふでさきに現れた「ためし」「しょうこ」の一考察 27 112
三代　温生 「人間心・人間思案」の一考察 27 143
飯降　政彦 教団史における課題 28 100
栗田　京子 おふでさきにみる「真実の心」について 28 124
黒柳　晴夫 「道具」及び「雛型」について 28 157
近藤千代子 「元初りの話」における譬えの一考察 28 138
吉沢　　譲 ひながたにおける貧の意義について 28 112
露口　弘子 心が自由であることについて 29 161
藤田　好造 「教祖の断食」に関する一考察 29 126
益井　則夫 「どぢょ」と「とろのうみ」の関係する関係についての私的解釈 29 142
矢持　辰三 おさしづに拝する天理教校設立の理念 29 97
好光正治郎 「明治二十二年十一月七日刻限御話」について 29 114
塩尻　安夫 本席の伏せ込みについて 30 111
瀬川　道子 おさしづによる「赤衣」の研究 30 124
安井　幹夫 教義学の難解さについて 30 94
大輪　邦男 鳴物について 31 115
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著者名 論文名(ﾀｲﾄﾙ) 号数 掲載頁数
三宅加津子 親と子について 31 95
吉田　茂子 心定めについて 31 128
笹田　勝之 「教義学概説」講義録 32 80
福岡久美子 「さづけ」について 32 93
本田　克彦 「いんねん」について 32 114
岩井　　裕 おさしづ研究の一方法 33 74
金子　栄一 おさしづにおける「たんのう」について 33 104
関口　真理 女性の立場について 33 119
武藤　玲子 おふでさきにみる「成人」について 33 89
葛原　秀文 文書布教（伝道）について 34 85
原田るみ子 おふでさきにみる「たすけ」について 34 98
志鎌　　潔 「こふき」について 35 115
松本　仁美 教祖観における問題 35 100
山本　欣旦 かんろだい完成の意義 35 85
亀田みつ子 「ひながた」「雛型」について 36 119
倉本　政彦 「天然自然の道」について 36 105
松阪　道雄 天理教樺太布教論 36 151
山口　　渡 ふしんに関するおさしづ（資料） 36 182
菅條　真一 「教会学 3」講義ノ 37 182
山田　直恵 天理教の女性観 37 107
山本　忠義 「元初まりの話」の意義について 37 94
西村久米男 あほうの心 37 149
石附知衣子 「女なりもの」講義ノ 38 155
佐々木宏久 「よふぼく」とその現況 38 134
田中　朝香 自由と信仰 38 91
土内　栄子 身上さとし 39 100
北條真一郎 おさしづにおける「たんのう」について 39 160
南島　良成 おふでさきにみる「やしろ」について 39 41
山田　清三 布教に於ける問題点の一例をあげて 39 196
渋谷　米子 「教祖存命の理」について 40 116
中村誠一郎 「心と身体」における一考察 41 173
由良野志津 御供について 41 160
稲垣　　修 おふでさき・みかぐらうたに見る「心」について 42 151
崎山　道範 「みかぐらうた研究」について 42 165
加地　道喜 こふき話和歌体本の一六〇首・一六一首本をめぐって 43 149
木原　　真 親神様のざんねん・りっぷくに拝する親心について 43 161
龍湖　亮一 真宗王国北陸と本教初期布教について 43 174
星野　慶治 「みかぐらうた」の「手振り」についての一考察 44 174
長尾　善則 柏木庫治の信仰とその実戦 44 189
瀬戸　忠一 恩について 46 158
杉岡千恵子 出直しについて 46 143
山本　欣旦 天理教校設立の神意と状況 47 165

湯本　泰士
おふでさき拝読のための準備－二代真柱様の『おふでさき』についての著
作によって－ 50 133-175


